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連
雀
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保
育
所

　

国
は
、
２
０
０
８
年
度
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
自
治
体
や
応
援

し
た
い
自
治
体
へ
寄
附
が
で
き

る
仕
組
み
と
し
て
、
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
制
度
を
創
設
し
た
。

し
か
し
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
、
寄
附
を
建
前
と
し
な
が
ら

も
税
源
偏
在
是
正
の
目
的
で
あ

る
こ
と
が
か
い
ま
見
え
、ま
た
、

各
自
治
体
が
用
意
し
た
豪
華
な

返
礼
品
目
当
て
の
寄
附
が
ふ
え

る
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
適
用

さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
に
よ

り
、
所
得
税
分
が
個
人
住
民
税

に
振
り
か
え
ら
れ
、
ま
た
、
個

人
住
民
税
所
得
割
額
の
控
除
額

が
１
割
か
ら
２
割
に
拡
大
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
２
０
１
６
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
控
除
が
、

さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
２
０

１
７
年
度
予
算
で
3.5
億
円
の
減

収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
に
よ
る

個
人
住
民
税
に
振
り
か
え
ら
れ

る
所
得
税
分
に
つ
い
て
は
、
国

が
そ
の
財
源
を
補
塡
す
べ
き
で

あ
る
。
本
来
、
地
方
自
治
体
間

に
生
じ
て
い
る
税
源
の
偏
在
是

正
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
初
め

と
し
た
方
策
で
は
な
く
、
全
体

の
地
方
税
財
源
を
拡
充
す
る
こ

と
や
地
方
交
付
税
の
法
定
率
を

上
げ
る
な
ど
、
国
の
責
任
に
お

い
て
是
正
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、

地
方
自
治
及
び
地
方
自
治
体
の

財
政
に
大
き
な
支
障
が
出
る
こ

と
は
必
至
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
本
来
の

ふ
る
さ
と
を
応
援
す
る
と
い
う

趣
旨
の
制
度
と
な
る
よ
う
改
善

す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

◆
「
中
仙
川
改
修
事
業
に
係
る

業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」
に
係
る
契
約
の
金
額
の
変

更
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
６
月
30
日
に
議

会
の
議
決
を
得
た
中
仙
川
改
修

事
業
に
係
る
業
務
委
託
契
約
に

つ
い
て
、
契
約
金
額
の
変
更
を

行
う
も
の
で
す
。
変
更
の
内
容

は
、同
工
事
に
つ
い
て
、地
盤
調

査
の
結
果
に
よ
る
周
辺
家
屋
へ

の
影
響
等
を
考
慮
し
、
工
法
の

見
直
し
を
行
う
必
要
が
生
じ
た

た
め
、契
約
の
金
額
を
概
算
で
、

既
定
額
６
億
１
千
374
万
５
千
円

に
２
億
３
千
584
万
３
千
480
円

を
追
加
し
、
８
億
４
千
958
万
８

千
480
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

意
見
書

▪
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

◆
平
成
28
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
千
101
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
39
億
１
千
322

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
、
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
補
正
予
算
に
あ
わ
せ
て
増

額
を
行
う
も
の
で
す
。
歳
入
予

算
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
６
千
101
万
５
千
円
増
額
す
る

と
と
も
に
、
歳
出
予
算
で
広
域

連
合
納
付
金
を
６
千
101
万
５
千

円
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

特
別
会
計
で
は
、
歳
入
の
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
財
源
と

し
て
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
へ
保
険
料
負
担
金

を
支
出
し
て
お
り
、
歳
入
に
あ

わ
せ
て
、
歳
出
の
増
額
を
行
う

も
の
で
す
。当

初
予
算

◆
平
成
29
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
平
成
29
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
29
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
29
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
29
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
29
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

※
以
上
６
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

契
　
約

◆
三
鷹
市
東
部
水
再
生
セ
ン
タ

ー
監
視
制
御
設
備
等
更
新
工
事

（
第
二
期
）
等
の
委
託
に
関
す

る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
に
策
定
し
た
三

鷹
市
下
水
道
再
生
計
画
に
基
づ

総
務
費
寄
附
金
・
民
生
費
寄
附

金
・
衛
生
費
寄
附
金
・
土
木
費

寄
附
金
・
教
育
費
寄
附
金
の
増

額
、
ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備
基

金
と
り
く
ず
し
収
入
の
増
額
、

中
仙
川
改
修
事
業
債
の
減
額
、

中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業
債

の
増
額
、
三
鷹
中
央
学
園
第
七

小
学
校
大
規
模
改
修
事
業
債
の

計
上
、
小
学
校
空
調
設
備
整
備

事
業
債
の
計
上
、
お
お
さ
わ
学

園
羽
沢
小
学
校
大
規
模
改
修
事

業
債
の
計
上
を
行
う
も
の
で

す
。歳
出
予
算
で
は
、財
政
調
整

基
金
積
立
金
の
増
額
、
ま
ち
づ

く
り
施
設
整
備
基
金
積
立
金
の

増
額
、
庁
舎
等
建
設
基
金
積
立

金
の
計
上
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
額
、

健
康
福
祉
基
金
積
立
金
の
増

額
、環
境
基
金
積
立
金
の
増
額
、

ふ
じ
み
衛
生
組
合
関
係
費
の
減

額
、
中
仙
川
改
修
事
業
費
の
減

額
、
教
育
振
興
基
金
積
立
金
の

増
額
、
長
寿
命
化
改
修
事
業
費

の
増
額
、
学
校
空
調
設
備
整
備

事
業
費
の
計
上
及
び
増
額
、
学

校
給
排
水
設
備
等
整
備
事
業
費

の
計
上
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
28
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
４
千
305
万
９
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
10
億
８

千
100
万
５
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
地
方
債
の
補
正
を
行
う
も

の
で
す
。
補
正
の
内
容
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
に
お
い

て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ど

ん
ぐ
り
山
運
営
費
を
４
千
305
万

９
千
円
減
額
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
空
調
設
備
の
改
修
に

あ
た
り
、
工
事
内
容
を
精
査
し

た
結
果
、
工
事
費
が
当
初
予
算

を
大
き
く
下
回
る
こ
と
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
減
額
を
行
う
も
の

で
す
。

及
び
義
務
教
育
就
学
児
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
、
引
用
条
項
を
改
め
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
と

し
て
、
低
所
得
者
世
帯
に
対
す

る
保
険
税
均
等
割
額
の
軽
減
に

つ
い
て
、「
５
割
減
額
」
の
所
得

基
準
額
に
つ
い
て
は
、
基
礎
控

除
額
33
万
円
に
加
え
る
額
を
被

保
険
者
等
１
人
に
つ
き
26
万
５

千
円
か
ら
27
万
円
に
、
「
２
割

減
額
」
の
所
得
基
準
額
に
つ
い

て
は
、
48
万
円
か
ら
49
万
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
工
場
立
地
法
に
基
づ

く
緑
地
面
積
率
等
を
定
め
る
地

域
準
則
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

工
場
立
地
法
の
一
部
改
正
に

よ
る
東
京
都
の
工
場
立
地
法
地

域
準
則
条
例
の
廃
止
に
伴
い
、

同
条
例
で
定
め
て
い
た
昭
和
49

年
の
同
法
施
行
以
前
に
設
置
さ

れ
て
い
た
工
場
に
関
す
る
緑
地

や
環
境
施
設
の
面
積
の
算
定
根

拠
に
つ
い
て
、
市
長
が
別
に
定

め
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

◆
平
成
28
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
26
億
３
千
108
万
３

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
732
億

５
千
191
万
６
千
円
と
す
る
と
と

も
に
、
繰
越
明
許
費
、
債
務
負

担
行
為
及
び
地
方
債
の
補
正
を

行
う
も
の
で
す
。
補
正
の
内
容

は
、
歳
入
予
算
で
は
、
法
人
市

民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
増

額
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
の
増
額
、
公
立
学
校
施
設
非

構
造
部
材
耐
震
化
支
援
事
業
補

助
金
の
計
上
、
一
般
寄
附
金
・

代
交
流
セ
ン
タ
ー
支
援
員
、
子

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
嘱
託

医
、
同
指
導
員
、
就
学
相
談
員

に
つ
い
て
、
新
た
に
規
定
す
る

と
と
も
に
、
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
嘱
託
医
、
同
指
導
員
、

同
相
談
員
、
社
会
教
育
指
導

員
、
教
育
指
導
員
、
児
童
館
指

導
員
に
つ
い
て
廃
止
を
す
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

消
費
税
の
税
率
の
引
き
上
げ

の
実
施
時
期
の
変
更
等
を
行
う

関
連
法
の
公
布
に
伴
い
、
個
人

市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
の
適
用
期
限
の
延
長

を
行
う
と
と
も
に
、
法
人
市
民

税
法
人
税
割
の
税
率
引
き
下
げ

及
び
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能

割
の
創
設
に
係
る
改
正
規
定
の

施
行
期
日
の
改
正
等
を
行
う
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の

関
係
政
令
の
施
行
に
伴
い
、
延

床
面
積
２
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
特
定
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
義

務
化
に
よ
り
、
適
合
性
判
定
に

係
る
手
数
料
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◆
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
規
定
の
整
備
と
し
て
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
、
乳
幼
児
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

市
長
提
出
議
案

条
　
例

◆
三
鷹
市
職
員
の
配
偶
者
同
行

休
業
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
職
員
の
継
続
的
な
勤
務

を
促
進
す
る
た
め
、
職
員
が
外

国
で
勤
務
等
を
す
る
配
偶
者
と

外
国
に
お
い
て
生
活
を
共
に
す

る
た
め
に
休
業
で
き
る
「
配
偶

者
同
行
休
業
」
に
関
す
る
制
度

を
創
設
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
庁
舎
等
建
設
基
金
条

例
　

議
場
な
ど
を
含
む
三
鷹
市
庁

舎
等
の
建
設
を
推
進
す
る
た

め
、
三
鷹
市
庁
舎
等
建
設
基
金

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

団
体
及
び
国
の
行
政
機
関
間
の

情
報
連
携
の
開
始
に
伴
い
、
規

定
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
独

自
利
用
事
務
及
び
独
自
利
用
事

務
で
利
用
す
る
特
定
個
人
情
報

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

組
織
改
正
等
に
伴
い
、
職
員

定
数
及
び
市
長
部
局
と
教
育
委

員
会
事
務
局
の
配
分
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

職
員
の
定
数
を
１
千
45
人
か
ら

１
千
15
人
に
改
め
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
を
行
う
職
員
の
時
間
外

勤
務
の
免
除
制
度
及
び
介
護
の

た
め
１
日
に
つ
き
２
時
間
の
範

囲
内
で
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で

き
る
休
暇
と
し
て「
介
護
時
間
」

を
新
設
す
る
ほ
か
、
特
別
休
暇

と
し
て「
母
体
健
康
回
復
休
暇
」

の
追
加
等
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
等

に
伴
い
、
育
児
休
業
の
対
象
と

な
る
子
の
範
囲
を
拡
大
す
る
等

の
規
定
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
規
定
の
整
備
を
行
う
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

組
織
改
正
や
施
設
整
備
等
に

伴
う
職
の
新
設
と
し
て
、
多
世

可
決
し
た
議
案

第
1
回
定
例
会

◆
三
鷹
市
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け

る
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
介
し
た
地
方
公
共 建設から52年が経過した市役所本庁舎

き
、
東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
と

井
の
頭
ポ
ン
プ
場
の
設
備
等
の

大
規
模
更
新
工
事
を
実
施
す
る

た
め
、
工
事
の
委
託
に
関
し
、

協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

協
定
の
方
法
は
随
意
契
約
で
、

協
定
の
金
額
は
概
算
と
し
て
10

億
９
千
900
万
円
、
協
定
の
相
手

方
は
地
方
共
同
法
人
日
本
下
水

道
事
業
団
で
す
。

三鷹市東部水再生センター


